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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞

· 本日午後より、作業療法学生の体験実習あり。

· 食事発注の際、備考欄が長くなる時には下の欄へ記入する事。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜外来情報＞

· 田澤　勝敏様　～5/21に年金の手続き及び説明の為、デイケア欠席すると報告あり。

· 横町　浩様　　～頭がキーンとすると訴え、しゃがみ込んで休む事で対処していると話される。
　　　　　　　　自宅では、お父様より箸の使い方などしつけの面で注意を受けているとの事。

· 伊藤　雄一様　～本日から21日まで、妹様宅へ外泊に行ってくると話される。外来医より外泊は
　　　　　　　　楽しみか尋ねられると、「そうでもないです」と、素っ気無い返答聞かれている。

· 関　秀治様　　～職親の日は夜間６時間ほどしか眠れないと話されている。職親利用している際に
　　　　　　　　は、肩が疲れ、手の動きが遅くなるが仕事には支障がないと話されている。

· 田名部　一樹様～間食で体重が元に戻ったと話されており、「仕方が無い」と話される。夜間は
　　　　　　　　睡眠取れているととの事で、食欲も良いとの事。

· 関口　禅様　　～日赤の外来担当医が変更となったと報告あり、「以前にも見てもらった事がある
　　　　　　　　ので、平気です」と話される。20～27日に外泊訓練に行くと報告あり。

＜利用者様情報＞

· 柳町　信之様～生活状況の確認。３週間ほど入浴を行っていないと話されており、「家で、床に
　　　　　　　ビニールを敷いて、その上で体を45分間拭いています。頭は、洗面台で洗ってい　　

ます。」と話される。入浴の必要性を説明しているが、「それは分かっているんですけど･･･」とはっきりとした返答は聞かれない。通所時に入浴をするように促すが、「はぁ」と話される。体臭は無い。

· 番沢　政勝様～来所後、「風邪引いた。熱があったら帰る」と話される。体温36.6℃。嗽の励行や
　　　　　　　喉飴の使用など勧めるが、「来週採血があるから余計な物は食べられない」と話さ
　　　　　　　れる。

· 村上　元道様～本人と面談実施。今後は就労を目標としたいと話される為、就労を目的とした
　　　　　　　プログラムを導入予定。コレステロール値が高値であった事を気にされている為、
　　　　　　　個別での栄養指導を検討していく。

· 溝越　キク様～本人と目標を確認すると、“ママさんバレーに入る”と希望を話す。
　　　　　　　通所での目標について話し合うと、体重増加傾向にある為、増加防止と体重減少と
　　　　　　　目標を立てる。その為にも、週１度は通所すると自分から話される。以前通所が
　　　　　　　困難となっていた事については、「体重が増えて歩くのは億劫になっていた」と
　　　　　　　振り返っている。
　　　　　　　メンバーとの関係については、今は不快に思う事はないと笑顔で近況を報告される。

· 秋山　和子様～今週の外来受診時の様子についてスタッフへ報告。「先生が泣いた事を知って
　　　　　　　いた･･･」と話される為、関係しているスタッフは皆が秋山様の事を心配している
　　　　　　　事を伝えると納得されている。
　　　　　　　外来受診時に外来医より、現状では入院する事は無いと説明を受けたと話され、
　　　　　　　「入院させないから、デイケアの人か先生に相談するようにって言われた。」と
　　　　　　　話される。話中表情は良い。

· 宮　陽子様　～10:30「帰りたい」と訴えて来られる事あり。理由として、「皆に合わせていると疲
　　　　　　　れる。デイケアには遊びに来ているようだ。幸房へ行きたい、働きたい。」と話さ
　　　　　　　れる。
　　　　　　　その後、プログラムへ参加していても、自分の趣味の詩を書いており、途中でスタ
　　　　　　　ッフへ見せて来られる。
　　　　　　　訴え詳細・（詩について）「私、こういうのがやりたい。でも教えてもらえないし･･･。
　　　　　　　　　　　　自分の部屋で、自分のやりたい事を一人でやっていた方がいい」と話さ
　　　　　　　　　　　　れる。
　　　　　　　　　　　・将来の生活目標として、年金と自分の作品を売った収入とで生活をして
　　　　　　　　　　　　いきたい。
　　　　　　　　　　　・「私の詩は、１万円くらいになると思う。この前他の人に上げたレース
　　　　　　　　　　　　は３万円だって言われた。それを私は２千円で譲ってあげた。」と誇ら
　　　　　　　　　　　　しげに話されている。
　　　　　　　将来的な目標を持つ事は良いが、現在の生活の見直しを行うように説明。「何でも
　　　　　　　1人で出来るもの」と話される為、自宅へ外泊した際には夜間寂しくなったり、
　　　　　　　不安になると話されていた事、今後の生活の為にも今から生活をサポートして
　　　　　　　もらえるシステムを作り、結び付きを強くする必要があることを説明。

· 繁名　和恵様～10:50「（左）脇が痛いからリスパダールを飲んでもいいですか？」と話してこられ
　　　　　　　る。鎮痛剤ではない事を説明し、症状について詳細を確認。「左の胸が痛かったけ
　　　　　　　ど、それがお腹まで動いて脇まで上がってきた。体の中を蠢いてる。」と話される。
　　　　　　　幻聴についても話される為、服用を自分で決めるように説明。その後服用している。
　　　　　　　午前プログラム終了後、「幻聴でドブスって聞こえてきて、脇が痛い」と話される。
　　　　　　　幻聴との区別が出来ている事を評価すると、表情に笑顔見られている。
　　　　　　　昼食は、「食べたら吐きそう」と話される為、レストランへの移動と少しでも摂取
　　　　　　　するように説明すると主食と味噌汁を摂取。
　　　　　　　食後は、幻聴等は改善したと話され、身体・精神的な訴え聞かれない。

　　　　　　　　　○青山荘からの情報
　　　　　　　　　　夏へ向けて徐々に水分摂取量の増加と食事の偏りがあり、体重の変動も著しい
　　　　　　　　　　との事。
　　　　　　　　　　⇒　通所時の水分摂取量を観察し、過度な時には制限するように伝える。
　　　　　　　　　　　　現在体重減少は見られないが、食事摂取状況に斑がある為、拒否のあった
　　　　　　　　　　　　際にもレストランへの移動は行うように説明。
　　　　　　　　　　　　食事は摂取するように伝え、間食の有無・量について確認していく。

· 井畑　光湖様～今朝9:05お母様から欠席の連絡あり。「本人が、この前の件でまだ気持ちの整備が
　　　　　　　出来てないみたいだから」と話していた。又、「私達の仕事の都合で送迎が出来
　　　　　　　ないから、バスでの利用を本人がしたがらないのではないか」と話される。
　　　　　　　11:30本人より電話連絡あり。
　　　　　　　○気分について・ソワソワして落ち着かない。
　　　　　　　　　　　　　　・自宅で静かな環境にいると落ち着かないから音楽を聴いている。
　　　　　　　○食事について・たくさん食べたくなって困る。
　　　　　　　　　　　　　　・夜間は、少なめに食べるようにしているが、夜間空腹の為中途
　　　　　　　　　　　　　　　覚醒をして、食事を摂ってしまう。
　　　　　　　　　　　　　　・バランスの良い食事を摂るように心掛けている。
　　　　　　　　　　　　　　・食後に、どうしても吐きたい気持ちになってしまい、衝動を
　　　　　　　　　　　　　　　抑えられなくて嘔吐をする事がある。
　　　　　　　○通所について・今日はデイケアに行こうと思ったんですけど、お母さんに
　　　　　　　　　　　　　　　“行かないよね”と言われました。
　　　　　　　　　　　　　　・何となくデイケアに行きたい気持ちもあるけど、途中から行った
　　　　　　　　　　　　　　　ら他の人（他メンバー）の目が気になる。
　　　　　　　　　　　　　　・周りの人から自分がどう思われているかが気になる。交際相手
　　　　　　　　　　　　　　　からは気にしすぎと言われたけど、不安は変わらない。
　　　　　　　○外来受診・入院について・外来時に先生が自分がリストカットをしていた事を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　知っていたけど何故？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・落ち着かない為、先生から落ち着くまで入院を勧め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　られたが、お母様は、金銭的な理由から入院は見合わ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せると言った。
　　　　　　　上記内容について繰り返し訴えているが、内容が次々と変化している。自分から
　　　　　　　質問してこられる事はあるが、スタッフからの問いかけに対しては、「○○さんに
　　　　　　　いわれました。」という返答をされ、自分の意見について話される事や、自己決定
　　　　　　　される事は無い。午後からの通所を希望される為、来所するように促しているが、
　　　　　　　「お母さんに聞いてみないと･･･」と、曖昧な返答をされている。
　　　　　　　⇒　本人の通所意思は徐々に聞かれるようになっている為、希望の聞かれた際には
　　　　　　　　　通所を促して行く。
　　　　　　　　　不安等訴えてこられた際には傾聴に留め、自己決定を行えるように本人へ振り
　　　　　　　　　返る。
＜ナイトケア対応検討＞
神山　和典様　（54）　現在の通所率　85～90％

○本人の利用目的：バランスの良い食事摂取

　　　　　　　　　交流を持つ場所

○治療計画：生活面での悩み事など、相談の場の提供

　　　　　　対人交流を促進

○現状と対応

・週1度の飲酒は継続している。

⇒　飲酒と服薬関係について説明するが、「私の週1度の楽しみです。」と止めようとする事は無い。

外来受診時に、採血を行っているが検査結果からは異常見られない。

　・遅刻や欠席の連絡は出来ている。

⇒　定期の面談実施時に、本人へ連絡をしっかりと行えている事を振り返り、今後も継続するように促す。

・ナイトケアメンバーとの交流は殆ど見られず、デイナイトケアメンバーとの交流が多い。スタッフが話し掛けると、堰を切ったように話して来られている。

　　⇒　スタッフが間に入り、他メンバーとも交流を持つ事が出来るように図る。対人技術には

問題はない。

・時折、スタッフを指名して制度の事や年金について等、生活や金銭の事で相談して来られている。

　　⇒　本人がスタッフによって対応を使い分けている様子が見られる。今後も、本人が相談し

やすいようにスタッフから声を掛けたり、面談を通して生活状況の確認を行っていく。

　・中性脂肪が高い事があるが、弁当の中身が揚げ物ばかりの時がある。

　　　⇒　自宅の食事や弁当の中身など、時折確認し栄養指導を個別で行っていく。

鹿原　博夫様（47）　現在の通所率　85～100％

○本人の利用目的：入浴の利用

　　　　　　　　　バランスの良い食事摂取

　　　　　　　　　休むことの出来る場所

○治療計画：対人交流の促進

　　　　　　自分の意志を相手に伝え、確認することが出来る

○現状と対応

　・頭部にふけや寝癖が見られることがあるが、本人へ指摘すると翌日には改善されている。

　　　⇒　整容に関して気になる事があった際には、本人へ指摘していく。又、鏡を使用している姿を見かけない為、自分で鏡を使用して確認するように促す。

　・時折にやつきが見られている。

　　　⇒　本人へ振り返ると、にやつきの自覚はある。思い出し笑いと話されるが、状況に見合わない時には、本人へ指摘していく。

　・疲労が蓄積していても、スタッフへ相談して休むなどの対処が取れないことから、時折体調を

崩してしまい長期での欠席が見られる。

　⇒　ナイトケアを休養の場として使う事が出来ていると話されるが、疲労の為に体調に変化を感じる際にはスタッフへ相談するように本人へ説明する。

（相手に自分の意思を伝える事や、言語化することは出来ている）

　・自分の言いたいことがあっても、相手の都合を優先して考えてしまい、伝える事が出来ない。

　　例）幸房で行っている蕎麦打ちを、ずっと練習する事が出来ていないが、スタッフが忙しそうな為、相談する事が出来ない。

　　　⇒　相手の都合を確認して、タイミングを計って伝える事が出来るように説明。

　　　　　本人が伝える事が伝える事が難しいようであれば、最終手段としてスタッフから伝える事ができる事も本人へ伝える。










